
    　　　　　　　　都南牧場�　　　　金ヶ崎牧場�  農大休耕転作田�  住田第２牧場�
所在地�   　　　盛岡市黒川�   胆沢郡金ヶ崎�  胆沢郡金ヶ崎�  気仙郡住田
牧場建設前植生�   広葉天然林�   広葉天然林�  水田� 　　　　　　広葉天然林
標高(m)   　　　　　285～686   　　　 230～550  　　　 155  　　　　　　 560～733
牧場・草地整備年�  1969   　　　　　 1970  　　　　　 1980  　　　　　　1973
牧場総面積(ha)      220.9 　          289.7            -                 681.8
造成草地面積(ha)    132.3  　         157.2            7.5               330.4
機械造成(ha)        55.5(75%)  　     118.0(75%)       7.5               201.2(60.9%)
利用中止年次�   1983(放牧地)      1983(放牧地)     1985(採草地)      1985(放牧地)
                    1983 (採草地)     1997(採草地)                       1998(採草地)
     
                     表２－２  Ａランク茅場と認定できたフィールドの経歴

      

  以上４ヶ所のフィールドは、ススキの被度、株密度、草丈などの現植生が優れており、Ａランク
の茅場と認定できた。1999年から調査蓄積してきた各フィールドのデータは以下の通りである。

　①都南牧場の休止草地
　1999年８月５日の都南牧場の現地調査が、促進委員会としての初の茅場探索である。現場調査には
困難が伴うほど、ススキと低木類の繁茂が激しかった。平坦地であって、ススキの生育密度に
高・中・低の差が観察される３区域で、ラインインターセクションによるススキの基部被度の測定を
行った。その結果、図２－２に見るように、高中低生育密度別の基部被度の平均値は、
48.0%,38.1%,18.5%と明らかに相違することを確認した。なおススキの生育密度が低かった区では、
ススキの株間がヨモギ、ヒメジオンなどの草本類とノイバラ、サルトリイバラ、クマイチゴなどの
有刺低木に激しく被圧されていた。このことから、低木類繁茂の強弱がススキの被度を抑圧している
と判断された。なおここでの区域別のススキの草丈は210～240㎝ の範囲で、一定の傾向は
見られなかった。

　表２－３は以上の密度区分を基にした踏査から推定された、都南牧場のススキの生育区分割合
である。機械造成された草地55.5ha のうち、約28ha に発生したススキ草原のうち16haが、優良な
茅場であると推定された。図２－３は造成草地の区域と、これら茅場の優劣（高・中・低密度）を、
1/25,000の地形図に転写したものであり、図２－３－１は前出のランドサットデータ画像一覧から、
この区域部分を拡大した画像である。画像の中には茅場を示す黒褐色の格子模様が塊になって
映し出されており、1/25,000地形図と重ねて観察することで位置と規模の同定には極めて有効である。

                         
  機械造成�     　　                   ススキ生育区ha 
  草地面積(ha)        合計�       高密度生育区�       中密度生育区� 低密度生育区 
  55.5(100%)        28.0(51%)         15.9(29%)               6.5(12%)          5.6(10%)

                  表２－３　都南牧場に発生したススキ草原の概況(1999.8.5) 

　表２－４はススキが高密度に生育している区域で、収量調査をした結果である。
調査では１アールのススキを全刈りした。収穫した１アールの小束数は15.8束であり、
１haにすると約1,500小束になると試算された。しかし、実際の場では生育むらや搬出に伴う
目減りもあるので平均的には、1,000～1,200束程度が適切な指標値と思われる。
この調査に参加した茅葺き棟梁は、茅民家の建坪１坪当たりに必要な小束数は、
120束であるとしている。仮に60坪の民家であれば7,200束となる。したがって、その葺き替えに
必要な優良茅場面積は６～７haと推定される。なお、棟梁が作る小束の平均生重量は10.2kgであり、
この季節のススキは立ち枯れが進み、乾物率が約50％に落ちていた。ここは永年放置で成立した
茅場であり、新旧のススキ桿が混在して品質を低下させている。新旧桿の本数比率は37％：63％と
予想以上に旧桿数が多かった(写真Ｅシリーズ参照)。


